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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月6日(2009.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）（Ａ１）ポリアミド樹脂、（Ａ２）ポリブチレンテレフタレート樹脂および（Ａ３
）ポリフェニレンスルフィド樹脂から選ばれる少なくとも１種の熱可塑性樹脂１００重量
部に対し、（Ｂ）金属酸化物層を有する光輝顔料を０．５～２重量部を配合してなるレー
ザ溶着用樹脂組成物。
【請求項２】
（Ｂ）金属酸化物層を有する光輝顔料が、チタニア層を有する光輝顔料である請求項１記
載のレーザ溶着用樹脂組成物。
【請求項３】
（Ｂ）金属酸化物層を有する光輝顔料が、無機酸化物または無機水酸化物の基材上に金属
酸化物層を有するものである請求項１または２記載のレーザ溶着用樹脂組成物。
【請求項４】
（Ｃ）無機充填材（ただし、金属酸化物層を有する光輝顔料を除く）および有機充填材か
ら選択される少なくとも１種を、（Ａ）熱可塑性樹脂１００重量部に対し１～２００重量
部配合してなる請求項１～３のいずれか記載のレーザ溶着用樹脂組成物。
【請求項５】
厚み２．０ｍｍの成形品にした時に、波長８００～１１００ｎｍのレーザ光の透過率が１
５％以上である請求項１～４のいずれか記載のレーザ溶着用樹脂組成物。
【請求項６】
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請求項１～５のいずれか記載のレーザ溶着用樹脂組成物を成形してなる成形品。
【請求項７】
請求項６記載の成形品をレーザ溶着してなる溶着成形品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　すなわち本発明は、
（１）（Ａ）（Ａ１）ポリアミド樹脂、（Ａ２）ポリブチレンテレフタレート樹脂および
（Ａ３）ポリフェニレンスルフィド樹脂から選ばれる少なくとも１種の熱可塑性樹脂１０
０重量部に対し、（Ｂ）金属酸化物層を有する光輝顔料を０．５～２重量部を配合してな
るレーザ溶着用樹脂組成物、
（２）（Ｂ）金属酸化物層を有する光輝顔料が、チタニア層を有する光輝顔料である（１
）記載のレーザ溶着用樹脂組成物、
（３）（Ｂ）金属酸化物層を有する光輝顔料が、無機酸化物または無機水酸化物の基材上
に金属酸化物層を有するものである（１）または（２）記載のレーザ溶着用樹脂組成物、
（４）（Ｃ）無機充填材（ただし、金属酸化物層を有する光輝顔料を除く）および有機充
填材から選択される少なくとも１種を、（Ａ）熱可塑性樹脂１００重量部に対し１～２０
０重量部配合してなる（１）～（３）のいずれか記載のレーザ溶着用樹脂組成物、
（５）厚み２．０ｍｍの成形品にした時に、波長８００～１１００ｎｍのレーザ光の透過
率が１５％以上である（１）～（４）のいずれか記載のレーザ溶着用樹脂組成物、
（６）（１）～（５）のいずれか記載のレーザ溶着用樹脂組成物を成形してなる成形品、
（７）（６）記載の成形品をレーザ溶着してなる溶着成形品、である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明で用いる（Ａ）熱可塑性樹脂は、（Ａ１）ポリアミド樹脂、（Ａ２）ポリブチレ
ンテレフタレート樹脂および（Ａ３）ポリフェニレンスルフィド樹脂から選ばれる少なく
とも１種である。これらの樹脂は耐薬品性、耐熱性、機械的強度、電気絶縁性が高位にバ
ランスがとれており、かつ、加工性にも良好である。これら（Ａ１）ポリアミド樹脂、（
Ａ２）ポリブチレンテレフタレート樹脂、（Ａ３）ポリフェニレンスルフィド樹脂は単独
であっても良いし、ポリアミドとポリアミド共重合体、ポリブチレンテレフタレートとポ
リブチレンテレフタレート共重合体、ポリフェニレンスルフィドとポリフェニレンスルフ
ィド共重合体との併用であっても良い。
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